
あ
り
、
当
時
の
琉
球
人
の
面
影
を
良
く
伝
え
て
く

れ
て
い
る
。

　
本
書
は
一
般
書
の
趣
が
強
く
、
平
易
な
訳
文
で
、

注
釈
や
巻
末
解
説
な
ど
も
読
者
に
研
究
春
を
意
識

し
た
仔
細
を
極
め
た
も
の
と
は
欝
え
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
金
書
を
通
し
て
表
れ
て
く
る
も
の
は
、

ク
リ
フ
ォ
ー
ド
と
い
う
個
人
を
通
し
た
り
ア
ル
な

琉
球
の
情
景
で
あ
り
、
一
八
一
六
年
当
時
の
琉
球

を
覆
っ
て
い
た
空
気
が
そ
の
ま
ま
詰
め
込
ま
れ
た

よ
う
な
臨
場
感
を
与
え
て
く
れ
る
。
『
航
海
記
撫

と
併
読
す
る
こ
と
で
、
よ
り
鮮
明
に
当
時
の
琉
球

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

琉
球
研
究
に
携
わ
る
す
べ
て
の
方
に
広
く
紹
介
し

た
い
。

　
　
（
四
⊥
ハ
…
判
　
二
六
四
弓
削
　
ニ
〇
一
五
年
一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
不
二
出
版
　
税
別
一
八
○
○
円
）

（
張
子
康
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）

会
　
　
告

　
去
る
六
月
十
六
臼
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
史

学
研
究
会
理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
き
ま
し

て
左
記
の
事
項
が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た

の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
記

一
、
平
成
二
十
七
年
度
決
算
報
告

一
、
平
成
二
十
八
年
度
予
算
案

！　一一一

役
員
の
交
替

退
任理

事
長

常
務
理
事

理
　
　
事

監
　
　
事

評
議
員

編
集
委
員

永
井
　
和

上
島
　
享
（
↓
理
事
）

久
保
一
之
（
↓
評
議
員
）

岡
村
秀
典
（
↓
監
事
）

川
島
昭
夫
、
服
部
良
久

松
浦
　
茂
、
水
野
直
樹

小
関
　
隆
（
↓
理
事
）

小
野
澤
透
（
↓
常
務
理
事
）

高
嶋
　
航
（
↓
常
務
理
事
）

矢
木
　
毅
（
↓
理
事
）

江
川
　
温
、
檀
上
　
寛

森
田
憲
司
、
山
内
昭
人

柴
田
陽
一
、
藤
井
翔
太

庶
務
委
員

2
、
新
任

　
　
理
事
長

　
　
常
務
理
事

理
　
　
事

監
　
　
事

評
議
員

編
集
委
員

庶
務
委
員

藤
井
律
之
、
山
崎
　
岳

山
田
　
徹

内
山
隆
彦
、
小
堀
慎
悟

都
留
俊
太
郎
、
仲
田
志
織

森
下
　
達
、
山
内
桜
子

井
谷
鋼
造
（
↑
理
事
）

小
野
澤
透
（
↑
評
議
員
）

高
嶋
航
（
↑
評
議
員
）

上
島
　
享
（
↑
常
務
理
事
）

小
関
　
隆
（
↑
監
事
）

合
田
晶
史

矢
木
　
毅
（
↑
評
議
員
）

岡
村
秀
典
（
↑
理
事
）

久
保
～
之
（
↑
常
務
理
事
）

上
垣
　
豊
、
太
田
　
出

下
塵
仁
志
、
角
谷
常
子

藤
永
　
壮

網
島
　
聖
、
里
…
羽
亮
太

谷
口
良
生
、
土
口
史
記

石
野
達
也
、
小
山
田
真
帆

桑
林
賢
治
、
谷
　
雪
媚

後
藤
　
陸
、
宮
崎
雄
史
郎
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